
 酒飯論絵巻 
酒好きの男と下戸でご飯好きの男 両方適度に嗜む

男の 3人、調理から配膳、飲食の様子が詳細に描か

れ、その豊かな食の風景、当時の食文化を知る。 

①三人の紹介、②酒の徳、③飯やおかず、茶の面

白さ、④どちらもほどほどがよいと語られる。 
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